
　Aコース（年２回決算型、為替ヘッジあり） 　Bコース（年２回決算型、為替ヘッジなし）

　基準価額の推移 　基準価額の推移

　ファンドの概況 　ファンドの概況

　騰落率 　騰落率

　分配実績（1万口当たり、税引前）　直近6期分 　分配実績（1万口当たり、税引前）　直近6期分

4

5

6

　P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

0円 2023年12月5日 0円

99.59%
ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・
ファンド

CAマネープールファンド（適格機関投資家専用） 0.11%

ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・
ファンド

99.33%

CAマネープールファンド（適格機関投資家専用） 0.10%

2022年6月6日 0円 2023年12月5日 0円 2022年6月6日

0円 2023年6月5日 0円

2021年6月7日 0円 2022年12月5日 0円 2021年6月7日

2021年12月6日 0円 2023年6月5日 0円 2021年12月6日

分配金 決算日 分配金

0円 2022年12月5日 0円

決算日 分配金 決算日 分配金 決算日

8.65% 18.64% 44.26% 68.41%

設定来累計 0円 設定来累計 0円

-4.67% 8.17% ファンド 2.90% 7.86%ファンド 1.91% -0.44% 3.63% -1.94%

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来 期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年

決算日
原則、6月、12月の各5日

（休業日の場合は翌営業日）

比率

3年 設定来

内訳 内訳 比率

償還日 2025年6月5日 償還日 2025年6月5日

2024年3月29日 現在
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基準価額（円） 10,817 基準価額（円） 16,841

純資産総額（億円） 0.8 純資産総額（億円） 9.6

設定日 2015年3月6日 設定日 2015年3月6日

決算日
原則、6月、12月の各5日

（休業日の場合は翌営業日）

・騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。
ファンドの騰落率であり、実際の投資家利回りとは異なります。
・上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

・分配金は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。
・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない
場合があります。

・騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。
ファンドの騰落率であり、実際の投資家利回りとは異なります。
・上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

・分配金は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。
・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない
場合があります。
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・基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬については、後記の「ファンドの
費用」をご覧ください。
・上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

・基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬については、後記の「ファンドの

費用」をご覧ください。

・上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

お客様向け資料
月次レポート

アムンディ デュアル・バリュー・アロケーション
Aコース（年２回決算型、為替ヘッジあり）／Bコース（年２回決算型、為替ヘッジなし）

Cコース（毎月決算型、為替ヘッジあり）／Dコース（毎月決算型、為替ヘッジなし）

追加型投信／内外／資産複合

https://www.amundi.co.jp/report/chakurepo


　Cコース（毎月決算型、為替ヘッジあり） 　Dコース（毎月決算型、為替ヘッジなし）

　基準価額の推移 　基準価額の推移

　ファンドの概況 　ファンドの概況

　騰落率 　騰落率

　分配実績（1万口当たり、税引前）　直近6期分 　分配実績（1万口当たり、税引前）　直近6期分

　P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。 2/9

2024年2月5日 40円

2023年12月5日 40円 2024年3月5日 40円 2023年12月5日 40円 2024年3月5日 40円

2023年11月6日 40円 2024年2月5日 40円 2023年11月6日 40円

決算日 分配金

2023年10月5日 40円 2024年1月5日 40円 2023年10月5日 40円 2024年1月5日 40円

設定来累計 3,665円 設定来累計 3,845円

決算日 分配金 決算日 分配金 決算日 分配金

2.87% 7.83% 8.61% 18.58% 44.43% 67.87%

3年 設定来

ファンド 1.90% -0.40% 3.85% -1.49% -4.23% 8.10% ファンド

設定来 期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月

CAマネープールファンド（適格機関投資家専用） 0.03% CAマネープールファンド（適格機関投資家専用） 0.11%

1年期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年

内訳 比率 内訳 比率

ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・
ファンド

99.59%
ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・
ファンド

98.85%

設定日 2015年3月6日 設定日 2015年3月6日

決算日
原則、毎月5日

（休業日の場合は翌営業日）
決算日

原則、毎月5日
（休業日の場合は翌営業日）

償還日 2025年6月5日 償還日 2025年6月5日

純資産総額（億円） 3.1 純資産総額（億円） 18.1

2024年3月29日 現在

基準価額（円） 7,063 基準価額（円） 11,021

・騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。
ファンドの騰落率であり、実際の投資家利回りとは異なります。
・上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

・分配金は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。
・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない
場合があります。

・騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。
ファンドの騰落率であり、実際の投資家利回りとは異なります。
・上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

・分配金は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。
・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない
場合があります。
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基準価額（税引前分配金再投資）
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基準価額（税引前分配金再投資）

・基準価額（税引前分配金再投資）は、税引前分配金を分配時に再投資した
ものとして計算しています。基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬に
ついては、後記の「ファンドの費用」をご覧ください。
・上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

・基準価額（税引前分配金再投資）は、税引前分配金を分配時に再投資した

ものとして計算しています。基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬に

ついては、後記の「ファンドの費用」をご覧ください。

・上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

お客様向け資料
月次レポート

アムンディ デュアル・バリュー・アロケーション
Aコース（年２回決算型、為替ヘッジあり）／Bコース（年２回決算型、為替ヘッジなし）

Cコース（毎月決算型、為替ヘッジあり）／Dコース（毎月決算型、為替ヘッジなし）

追加型投信／内外／資産複合



「ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンド」の各種構成比

　資産別比率 　国・地域別比率

　業種別比率

　資産配分の推移 （月次ベース）

　P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

2024年3月29日 現在
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株式（米国）, 

24.1%

株式（米国

以外）, 42.2%

社債（米国）, 

10.1%

社債（米国

以外）, 2.2%

国債, 10.0%

金関連株式

等, 9.6%

現金・その

他, 1.7%

米国, 41.9%

欧州, 24.9%

日本, 3.3%

アジア（除く

日本）, 8.3%

その他の地

域, 10.3%

金関連株式

等, 9.6% 現金・その

他, 1.7%

一般消費財・

サービス, 5.7%

生活必需品, 

18.0%

エネルギー, 

6.9%

金融, 18.2%

ヘルスケア, 

7.2%資本財・サービ

ス, 9.7%

情報技術, 3.6%

素材, 2.0%

不動産, 5.4%

コミュニケー

ション・サービ

ス, 1.6%

公益事業, 0.4%

国債, 10.0%

金関連株式等, 

9.6%

現金・その他, 

1.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3
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（2015年3月末～）

・比率は、ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンドの純資産総額に対する評価金額の割合です。
・比率は、ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンドの各月末時点のデータです。

・比率は、四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。
・比率は、ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンドの純
資産総額に対する評価金額の割合です。
・比率は、ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンドの月
末時点のデータです。

お客様向け資料
月次レポート

アムンディ デュアル・バリュー・アロケーション
Aコース（年２回決算型、為替ヘッジあり）／Bコース（年２回決算型、為替ヘッジなし）

Cコース（毎月決算型、為替ヘッジあり）／Dコース（毎月決算型、為替ヘッジなし）

追加型投信／内外／資産複合



「ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンド」の運用状況

　ファンド価格（分配金再投資）の推移 　《ご参考》　為替レートの推移（米ドル／円）

　騰落率（米ドルベース）

「ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンド」の組入上位銘柄

　組入株式上位10銘柄
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　組入社債上位10銘柄
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　P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

1.66%スイス一般消費財・サービスフィナンシエール・リシュモン

コルゲート・パルモリーブ

2.38%香港資本財・サービスジャーディン・マセソン・ホールディングス

1.69%ベルギー金融グループ・ブリュッセル・ランバート

1.90%カナダ金融パワー・コーポレーション・オブ・カナダ

2.43%スイス生活必需品

2.57%米国エネルギー

2.18%米国生活必需品

英国素材

国・地域業種銘柄名

3.22%英国生活必需品

3.39%フランス素材

ｉシェアーズ・フィジカル・ゴールドＥＴＣ

Ａｍｕｎｄｉ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｇｏｌｄ　ＥＴＣ

ユニリーバ

エクソンモービル

ネスレ

2024年3月29日 現在
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1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

ファンド 2.55% 1.43% 8.06% 6.09% 9.79%

比率

48.45%

3.39%

比率

ＩＨＯフェルバルトゥングス 一般消費財・サービス 4.750 2026/09/15米国 0.72%

銘柄名 業種 クーポン（％） 償還日(コール日含む)国・地域

0.63%

シトゴ・ペトロリアム エネルギー 7.000 2025/06/15米国 0.62%

Ｃａｎｐａｃｋ　ＳＡ　／　Ｃａｎｐａｃｋ　ＵＳ　ＬＬＣ 資本財・サービス 3.875 2029/11/15米国

2028/06/15米国 0.43%

アコ・ブランズ 資本財・サービス 4.250 2029/03/15米国

0.58%

アイアンマウンテン 不動産 4.875 2027/09/15米国 0.53%

トランスカナダ・トラスト エネルギー 5.875 2076/08/15米国

0.30%

組入全銘柄数　：　186銘柄

ＩＨＯフェルバルトゥングス 一般消費財・サービス 6.000 2027/05/15米国

0.39%

ユナイテッド航空 資本財・サービス 4.375 2026/04/15米国 0.32%

シトゴ・ペトロリアム エネルギー 6.375 2026/06/15米国

0.45%

ウェスコ・ディストリビューション 資本財・サービス 7.250

・比率はファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンドの純資産総額に対する評価金額の割合です。
・上記データは、ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンドの月末時点のデータです。
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お客様向け資料
月次レポート

アムンディ デュアル・バリュー・アロケーション
Aコース（年２回決算型、為替ヘッジあり）／Bコース（年２回決算型、為替ヘッジなし）

Cコース（毎月決算型、為替ヘッジあり）／Dコース（毎月決算型、為替ヘッジなし）

追加型投信／内外／資産複合

・ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンドの騰落率の基準
日は、アムンディ デュアル・バリュー・アロケーションの基準日の1営業日前（土
日除く）です。ただし、ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファン
ドの休業日の関係で当該騰落率の基準日は変動する場合があります。
・設定来の騰落率は、アムンディ デュアル・バリュー・アロケーションが設定され
た2015年3月6日を基準としています。
・ファンド価格（分配金再投資）の推移および騰落率は、ファースト・イーグル・ア
ムンディ・インカム・ビルダー・ファンドの日本投資家向けの代表的シェアクラス
のものです。過去の実績であり、アムンディデュアル・バリュー・アロケーションの
将来の運用成果等を示唆または保証するものではありません。



「ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンド」の運用状況

（ファースト イーグル インベストメント マネジメント）

市況コメント

運用状況

今後の運用方針

　P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

2024年3月29日 現在
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当月のファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンドは、上昇（米ドルベース）しました。国・地域別では米国、セクター
別ではエネルギーのプラスの寄与が相対的に高くなりました。金関連資産はプラスに寄与しました。当月のファンドのパフォーマンス
にプラスに寄与した保有銘柄は、金ETF、エクソンモービル、グルポ・メヒコ、フックス、ウィートン・プレシャス・メタルズなどでした。一
方、ジャーディン・マセソン・ホールディングス、CKアセット・ホールディングス、アンベブ、レキットベンキーザー・グループ、フィナンシ
エール・リシュモンなどはマイナスに働きました。

3月の世界株式市場は続伸しました。米国では、月の前半は横ばいで推移していたものの、月後半は2024年の利下げ予想回数に
変更がなかったこと、パウエルFRB（米連邦準備理事会）議長の発言が総じてハト派的であったこと等から株式市場は上昇しました。
欧州では、月前半はECB（欧州中央銀行）がインフレ率見通しを引き下げたこと等から株式市場は上昇しました。月下旬からは、
FOMC（米連邦公開市場委員会）やECBのハト派的な見通しが好感され一段と上昇しました。国内株式市場も続伸しました。月初は
上昇基調でしたが、月半ばの米国半導体株の下落や米ドル安・円高の進行により下落に転じました。その後、日銀金融政策決定会
合でのマイナス金利政策解除等により、早期の追加的な金融引き締め策の実施はないとみた国内株式市場は反発し、過去最高値
を更新しました。その他の地域では、アジア・太平洋市場は軒並み上昇し、新興国市場ではブラジルが若干弱含んだもののおおむ
ね上昇しました。

3月の米国ハイイールド債市場はプラスとなりました。インフレ指標となるCPI（消費者物価指数）およびPPI（生産者物価指数）は2ヵ
月連続で市場予想を上回りましたが、FOMCメンバーは足元で、2024年内に0.25％の利下げを3回見込んでいます。投資家は緩や
かなプラスの経済成長およびディスインフレの再燃を見込んでおり、スプレッド（国債との利回り格差）の縮小と金利の低下により米
国ハイイールド債市場はプラスのリターンとなりました。格付け別のパフォーマンスでは、BB格や相対的に格付けの低いCCC格の債
券の上昇幅がやや大きくなりました。セクター別では、小売、建設資材、運輸サービス、建設機械、化学などが市場平均を上回った
一方で、無線通信、ケーブル・衛星、包装、有線通信、レジャーなどが市場平均を下回りました。

3月の米ドル／円相場は上昇しました。米国の長期国債利回りは低下、商品市場では金価格が上昇しました。

ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンドは、主に世界の株式、債券等へ投資し、投資信託財産の中長期的な成
長とインカムゲインの獲得を目指して運用を行っています。そのためには、安全マージン（予期せぬ事態が生じても、回復不可能な
損失を回避できるよう、十分に割安な水準で投資を行うこと）を重視し、個別銘柄が私たちの考える本源的価値を十分に下回る場合
にのみ、投資を行います。投資機会が限られると考える局面では、現金等を保持します。現金等は個別銘柄単位で十分に割安と判
断できる投資機会を特定した段階で、投資資金に充当するものと位置付けています。また、予期せぬリスクに対するヘッジ手段、お
よび中長期的に資産の実質的価値の維持を目指す手段として、金関連資産を一定比率保有します。

当月の世界の株式市場は引き続き上昇しました。米欧では各国・地域の中央銀行のハト派的な見通しが好感されたことや、日本の
マイナス金利政策が解除されたこと等で堅調に推移しました。一方、新たなテクノロジーやそれが与える影響の可能性は未知数であ
り、市場や経済全体の先行きは依然として不透明です。また、長期化するロシアとウクライナの問題、中東における地政学的リスク、
米国をはじめとする先進国における財政上の課題、米国大統領選挙の結果も懸念材料として挙げられます。私たちは下方リスクに
対するヘッジポジションとしての金関連資産を保有し、ボトムアップによる銘柄選択を通じて株式、債券等に分散投資することで、投
資信託財産の中長期的な成長とインカムゲインの獲得を目指した運用を継続する方針です。

3月の米国ハイイールド債市場はプラスとなりました。米国長期金利は低下し、社債のスプレッドは縮小しました。BB格や相対的に格
付けの低いCCC格の債券の上昇幅がやや大きくなりました。一方、当月の同市場における発行体企業のデフォルト（債務不履行）率
は、前月よりわずかに上昇しました。当月の同市場の新規発行額は前月と同様の水準を維持しましたが、新規発行市場が回復に向
かうかは依然として不透明です。当ファンドは引き続き質の高い銘柄に重点を置き、流動性の低い銘柄への投資を回避する、保守
的な投資スタンスを継続する方針です。

お客様向け資料
月次レポート

アムンディ デュアル・バリュー・アロケーション
Aコース（年２回決算型、為替ヘッジあり）／Bコース（年２回決算型、為替ヘッジなし）

Cコース（毎月決算型、為替ヘッジあり）／Dコース（毎月決算型、為替ヘッジなし）

追加型投信／内外／資産複合



　ファンドの目的

　ファンドの特色

①

●

●

●

②

●

●

●

●

③

●

●

※

　投資リスク

《当資料のお取扱いについてのご注意》

原則として各ファンド間でスイッチング※が可能です。

ファンドは、インカムゲインの確保と投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

投資信託証券への投資を通じて、主として世界各国の株式、債券等へ実質的に投資を行い、インカムゲインの確保と投
資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

運用は、主としてルクセンブルク籍会社型投資信託 ファースト・イーグル・アムンディ・インカム・ビルダー・ファンド（以下「投資対象
ファンド」）への投資を通じて行います。

投資対象ファンドの運用は、米国有数の独立系運用会社ファースト イーグル インベストメント マネジメント社（以下、ファースト・
イーグル・インベストメンツ）が行います。

ボトムアップ方式に基づいたバリュー投資により個別銘柄の分析を徹底的に行い、地理的分散、時価総額、業種または
格付等に制約を受けることなく、投資を行います。

世界各国の株式および債券を対象として、ボトムアップ方式により個別銘柄の調査を行い、伝統的なバリュエーション分析のほか、
フリーキャッシュフロー等、様々な分析を加え、財務内容を徹底的に分析します。

分析の結果、十分に割安で魅力的であると判断した銘柄でポートフォリオを構築します。

「投資対象ファンド」において、現地通貨売り／米ドル買いの為替取引を行うことがあります。

国内籍投資信託CAマネープールファンド（適格機関投資家専用）にも投資します。

特定の指数にとらわれない運用を行うため、ベンチマークを設定しておりません。

上記の4本のファンドを総称して「アムンディ デュアル・バリュー・アロケーション」、「ファンド」または個別に「各ファンド」という場合があります。
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一方のファンドを換金した場合の手取金をもって、その換金の申込受付日に、もう一方のファンドの購入の申込みを行うことをいいます。販売
会社によっては、一部のファンドを取扱わない場合、スイッチングの取扱いを行わない場合、スイッチングの取扱いに一定の制限を設ける場
合、スイッチングの購入単位等を別に定める場合があります。詳しくは販売会社にお問合せください。

基準価額の主な変動要因としては、価格変動リスク、流動性リスク、為替変動リスク、信用リスク等が挙げられます。なお、基準価額の変動
要因（投資リスク）は、これらに限定されるものではありません。また、その他の留意点として、ファンドの繰上償還、流動性リスクに関する
留意事項等があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

ＡコースおよびＣコースにおいては、米ドル建の｢投資対象ファンド｣に対して原則として米ドル売り／円買いの為替ヘッジを行うこと
により、米ドルと円の為替レートの変動リスクの低減を図ることを基本とします。
ＢコースおよびＤコースにおいては、原則として米ドル売り／円買いの為替ヘッジを行いません。

販売会社によっては、スイッチングの取扱いを行う場合があります。スイッチングの際には、購入時および換金時と同様に、費用・
税金がかかる場合がありますのでご注意ください。

◆資金動向および市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として世界各国の株式や債券など値動きのある有価証券（外貨建資産には為替変動リ
スクがあります。）に実質的に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証されているものではありません。ファ
ンドの基準価額の下落により、損失を被り投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者に帰属します。
なお、投資信託は預貯金とは異なります。

■当資料は、法定目論見書の補足資料としてアムンディ・ジャパン株式会社が作成した販売用資料であり、法令等に基づく開示資料では
ありません。■当ファンドの購入のお申込みにあたっては、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡
しいたしますので、お受取りの上、内容は投資信託説明書（交付目論見書）で必ずご確認ください。なお、投資に関する最終決定は、ご自身
でご判断ください。■当資料は、弊社が信頼する情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性について弊社が保証するものではありま
せん。また、記載されている内容は、予告なしに変更される場合があります。■当資料に記載されている事項につきましては、作成時点ま
たは過去の実績を示したものであり、将来の成果を保証するものではありません。また、運用成果は実際の投資家利回りとは異なります。
■投資信託は、元本および分配金が保証されている商品ではありません。■投資信託は値動きのある証券等に投資します。組入れた証
券等の値下がり、それらの発行者の信用状況の悪化等の影響による基準価額の下落により損失を被ることがあります。したがって、これら
運用により投資信託に生じた利益および損失は、すべて投資者の皆様に帰属いたします。■投資信託は預金、保険契約とは異なり、預金
保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関を通じてご購入いただいた投資信託は、投資者保護
基金の保護の対象とはなりません。■投資信託のお申込みに関しては、クーリングオフの適用はありません。

お客様向け資料
月次レポート

アムンディ デュアル・バリュー・アロケーション
Aコース（年２回決算型、為替ヘッジあり）／Bコース（年２回決算型、為替ヘッジなし）

Cコース（毎月決算型、為替ヘッジあり）／Dコース（毎月決算型、為替ヘッジなし）

追加型投信／内外／資産複合



　収益分配金に関する留意事項
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お客様向け資料
月次レポート

アムンディ デュアル・バリュー・アロケーション
Aコース（年２回決算型、為替ヘッジあり）／Bコース（年２回決算型、為替ヘッジなし）

Cコース（毎月決算型、為替ヘッジあり）／Dコース（毎月決算型、為替ヘッジなし）
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　お申込みメモ

　ファンドの費用

投資者が直接的に負担する費用

投資者が投資信託財産で間接的に負担する費用

◆各ファンドの費用の合計額については保有期間等に応じて異なりますので、表示することはできません。

　委託会社、その他の関係法人の概要

　P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

◆ファンドの費用については、有価証券届出書作成日現在の情報であり、今後変更される場合があります。
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購入単位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。

購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。

換金単位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

換金代金 換金申込受付日から起算して、原則として7営業日目から販売会社においてお支払いします。

購入・換金申込
受付不可日

ニューヨーク証券取引所の休業日、ニューヨークもしくはルクセンブルクの銀行休業日のいずれかに該当する場合、または12月24日
である場合は、スイッチングを含め受付けません。

申込締切時間 詳しくは販売会社にお問合せください。

換金制限
換金の申込総額が多額な場合、投資信託財産の効率的な運用が妨げられると委託会社が合理的に判断する場合、諸事情により
金融商品取引所等が閉鎖された場合等一定の場合に換金の制限がかかる場合があります。

購入・換金申込受付
の中止及び取消し

委託会社は、金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止、決済機能の停止、その他やむを得ない事情があると
きは、購入・換金の申込受付を中止すること、および既に受付けた購入・換金の申込受付を取消すことができます。

信託期間 2015年3月6日（設定日）から2025年6月5日までとします。

決算日
ＡコースおよびＢコース：年2回決算、原則毎年6月および12月の各5日です。休業日の場合は翌営業日とします。
ＣコースおよびＤコース：年12回決算、原則毎月5日です。休業日の場合は翌営業日とします。

収益分配 毎決算時に収益分配方針に基づいて分配を行います。「自動けいぞく投資コース」は税引後無手数料で再投資されます。

スイッチング
販売会社によっては、スイッチングの取扱いを行う場合があります。スイッチングの際には、購入時および換金時と同様に、費用・税
金がかかる場合があります。詳しくは販売会社にお問合せください。

購入時手数料
購入申込受付日の翌営業日の基準価額に、販売会社が独自に定める料率を乗じて得た金額とします。有価証券届出書作成日現
在の料率上限は3.3％（税抜3.0％）です。詳しくは販売会社にお問合せください。

課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合にNISA（少額投資非課税制度）の適用対象となります。
ファンドは、NISAの対象ではありません。
配当控除および益金不算入制度は適用されません。

課税関係

信託財産留保額 ありません。

運用管理費用
（信託報酬）

実質的な負担の上限：純資産総額に対して年率2.0175％（税込）※

実際の信託報酬の合計額は主要投資対象とする投資信託証券の組入状況、運用状況によって変動します。
※ファンドの信託報酬率1.0175％（年率・税込）に主要投資対象とする投資信託証券のうち信託報酬が最大のもの（年率1.0％）を加
算しております。
毎計算期間末または信託終了のとき、投資信託財産中から支弁します。

その他の費用・
手数料

その他の費用・手数料として下記の費用等が投資者の負担となり、ファンドから支払われます。
・有価証券売買時の売買委託手数料および組入資産の保管費用などの諸費用
・信託事務の処理等に要する諸費用（監査費用、目論見書・運用報告書等の印刷費用、有価証券届出書関連費用等を含みます。）
・投資信託財産に関する租税　等
※その他、投資対象ファンドにおいてはルクセンブルクの年次税（年率0.01％）などの諸費用がかかります。
※その他の費用・手数料の合計額は、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示することはできませ
ん。

ファンドに関する
照会先

委託会社の名称：アムンディ・ジャパン株式会社
お客様サポートライン：050-4561-2500
受付は委託会社の営業日の午前9時から午後5時まで
ホームページアドレス：https://www.amundi.co.jp/

委託会社

アムンディ・ジャパン株式会社
金融商品取引業者　関東財務局長（金商）　第350号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、日本証券業協会、
加入協会：一般社団法人第二種金融商品取引業協会

受託会社 株式会社 りそな銀行

販売会社 販売会社については巻末をご参照ください。

お客様向け資料
月次レポート

アムンディ デュアル・バリュー・アロケーション
Aコース（年２回決算型、為替ヘッジあり）／Bコース（年２回決算型、為替ヘッジなし）

Cコース（毎月決算型、為替ヘッジあり）／Dコース（毎月決算型、為替ヘッジなし）
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　　販売会社一覧（業態別・五十音順）
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○

登録番号

野村證券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第142号 ○ ○ ○

金融商品取引業者等

日本証券
業協会

一般社団
法人第二
種金融商
品取引業
協会

一般社団
法人金融
先物取引
業協会

一般社団
法人日本
投資顧問
業協会

一般社団
法人投資
信託協会

お客様向け資料
月次レポート
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